
広報くりはら　令和４年６月１日　　２４

　「木工体験イベントで楽しんでいる姿
を見ると、とてもやりがいを感じます」と、
笑顔で話すのは、鶯沢地区にある事業所
に勤める髙橋 美樹さん。
　髙橋さんは、高校卒業後、関東のホテ
ルに就職しましたが、自然豊かな地元で
働きたいと思うようになり、昨年栗原に
戻ってきました。
　現在の勤め先は、植林から伐採、製材
や加工、販売までを一貫して行う会社で、
髙橋さんは、広報を担当しています。仕
事やイベントを通じて出会った人たちと
密接に関わることができるため、人と人
とのつながりが持つ温かさを、日々感じ
ているとのこと。交流の中で製品のアイ
デアが生まれることもあり、市のマス
コットキャラクターを刻印したパズルや
バッジなど、木の温もりを身近に感じる
製品も数々生み出してきたそうです。
　今後の目標について「地域や商店街の
皆さんの賛同を得ながら、木の魅力を
もっと知ってもらえるようなイベントや
商品づくりをしていきたいです」と、真
剣なまなざしで語ってくれました。
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木材の魅力を知ってもらいたい

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

たか　はし　　 み　　き

髙橋　美樹　さん（金成藤渡戸）

※くりはら人の情報を
　お寄せください
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人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

今月の表紙：栗原の食材を使ったおばんざい

【特集】ばぁばの味を伝える
　～栗原のおばんざい～


